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　第48回東北私立高等学校ソフトテニス選手権大会が10
月16日、山形市総合スポーツセンターを会場に開催され、
柴田明さん（山形城北高校２年：七日町）が女子個人で３
位入賞を果たしました。また、11月６日～７日に開催さ
れた山形県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技では女
子個人で見事優勝しました。今後開催される上位大会での
ご活躍を期待しています。

　十日町ボランティアグループは、平成22年に設立し現
在、34名の会員で活動しています。資源回収として年３
回の廃品回収や高齢者世帯への手づくり弁当の配布など、
11年間継続して、地域住民の交流を深めるために主体的
に活動を実施してきました。会長の柴田純一さんは「高齢
者を見守りながら、地域の活性化に貢献していきたい」と
話してくれました。

　年の瀬迫る12月17日、明安小学校の伝統行事「しめ飾
りづくり」が行われました。しめ飾りは、神様が降りた神
聖な場所を示すもの。これがあるところには、不浄のもの
や悪霊は入れないと言われています。地域のおじいちゃん、
おばあちゃんに手伝ってもらい一生懸命作ったしめ飾り。
児童たちは「明安小の最後のしめ飾りづくりはとてもいい
思い出になった」と振り返りました。

　阿部勝子さん（荒屋）が令和３年度栄養改善関係功労者
厚生労働大臣表彰を受賞されました。阿部さんは、平成
15年度から令和元年度までの18年間、金山町食生活改善
推進協議会の会長として、地域の健康づくりに精力的に取
り組んでこられ、長年にわたり食育や地産地消の推進、様々
な機会で食生活改善と健康づくりに貢献されたことが評価
されました。受賞、誠におめでとうございます。

　11月27日、原田隆弘さん（株式会社クレーマージャパ
ン）を講師に迎え、金山中学校体育館で金山町スポーツ研
修会が開催されました。研修会のテーマは「すばしっこさ」
の習得。ラダーという梯子状の道具を利用し、素早い動作
を身に着ける理論を学び実践しました。小中学生とスポー
ツクラブ指導者合わせて44名が参加し、各々の俊敏性の
限界に挑戦しました。

　12月４日、新庄南高金山校武道館において第４回金山
町柔道選手権大会が開催されました。２年ぶりの開催とな
った今回は参加人数も増え、最高年齢は64歳、最年少は
18歳と幅広い年代での対戦となりました。現役高校生の
成長は著しく、昨年までは完敗していた相手にも互角以上
の戦いをみせ、観客からは盛大な拍手が送られていました。
庄司倭さん（板橋）が優勝を飾り大会は幕を閉じました。

　山形県小学生ソフトテニス（学年別）大会が９月25日に
鶴岡市小真木原テニスコートを会場に開催され、柴田結月
さん（金山小４年：七日町）が見事３位入賞を果たしました。
また、10月31日に福島県北上市で開催された第22回東北
ジュニアシングルスソフトテニス大会では東北地区の強豪
選手を相手にリーグ戦を勝ち抜き見事優勝を飾りました。
結月さんの今後のご活躍を期待しています。

▼11月30日に佐藤町長を訪れ受賞を報告された

▲慣れた手つきでしめ飾りを作り上げた６年生のふたり

▼11月にはボランティアグループが主催の「いきいきサロン」を開催

▼東北ジュニアシングルスソフトテニス大会で優勝を果たした結月さん

▲山形県新人大会で優勝を飾った明さん（写真右）

▲スポーツ研修会に参加した小中学生 ▲手に汗握る戦いをみせた選手と柔道連盟の皆さん

十日町ボランティアグループ
事業を通し地域の交流を深める

小学生ソフトテニス大会で大活躍
柴田結月さん（七日町）

柴田明さん（七日町）
練習の成果を発揮し見事優勝を飾る

明安小伝統の「しめ飾りづくり」
新年を幸せに迎えるために

阿部勝子さんが厚生労働大臣表彰
長きにわたり食生活改善に貢献

金山町柔道選手権大会
白熱した戦いをみせる

「すばしっこさ」習得に向けて
金山町スポーツ研修会を開催
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